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1.  平成22年11月期第2四半期の連結業績（平成21年12月1日～平成22年5月31日） 

（注）第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、前年同四半期の数値及び対前年同四半期増減率については記載しておりま
せん。 

(2) 連結財政状態 

（注）第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、前期の数値については記載しておりません。  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年11月期第2四半期 7,003 ― △1,120 ― △1,088 ― △2,305 ―
21年11月期第2四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年11月期第2四半期 △79.66 ―
21年11月期第2四半期 ― ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年11月期第2四半期 11,957 7,370 61.6 254.72
21年11月期 ― ― ― ―

（参考） 自己資本   22年11月期第2四半期  7,370百万円 21年11月期  ―百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年11月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
22年11月期 ― 0.00
22年11月期 

（予想）
― 0.00 0.00

3.  平成22年11月期の連結業績予想（平成21年12月1日～平成22年11月30日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、対前期増減率については記載しておりません。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 13,987 ― △2,006 ― △1,930 ― △3,210 ― △110.93
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

（注）当社は、第１四半期連結会計期間よりＬＶＣ ＪＰ株式会社を連結子会社とし、連結決算による開示に変更しております。 
なお、ＬＶＣ ＪＰ株式会社は開示府令第19条第10項に規定する特定子会社に該当いたしません。 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．当社は、第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、前期、前年同四半期の数値及びこれに係る対前年同四半期増減率
等については記載しておりません。 
２．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基いており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】３．連結業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年11月期第2四半期 28,952,000株 21年11月期  28,952,000株
② 期末自己株式数 22年11月期第2四半期  15,240株 21年11月期  15,140株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年11月期第2四半期 28,936,768株 21年11月期第2四半期 28,938,451株
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 当第２四半期連結累計期間（平成21年12月１日～平成22年5月31日）におけるわが国の経済は、一部回復の兆しが

みられたものの企業収益や設備投資は低水準にとどまり個人所得が伸び悩みました。 

 国内のジーンズカジュアル業界におきましては、消費者の生活防衛意識から消費が引き続き冷え込みました。デニ

ム市場が縮小するなかで更にファストファッションやプライベイトブランドの台頭による競合環境の激化が見られま

した。 

 このような事業環境のなか、弊社の主要顧客である小売店での店頭売上が落ち込みました。販売本数の減少に加え

て、販売価格帯も、高価格帯からより手頃な価格帯へシフトする傾向が顕著に見られ、弊社の小売店に対する売上が

前年比較で著しく減少することになりました。また、リーバイスストア、ファクトリーアウトレットの新規出店に注

力し各々6店舗、3店舗の新規開店をしましたが、小売店への売上の落ち込み幅が大きく埋め合わせするには至りませ

んでした。 

 売上総利益については特にボトムスの高価格帯商品の販売が伸び悩んだため売上総利益率、売上総利益金額ともに

厳しい結果となりました。 

 このような厳しい販売状況に対処するため広告宣伝費をはじめ販売費及び一般管理費の削減をいたしましたが、新

規直営店舗の店舗経費と一部相殺される結果となりました。 

 また、今後の不透明な市場の見通しを勘案し、慎重に検討した結果、繰延税金資産を全額11億69百万円取り崩した

ため法人税等が大幅に増加しました。 

 上記の結果より、売上高は70億３百万円、営業損失11億20百万円、経常損失10億88百万円、四半期純損失は23億５

百万円となりました。 

  

  

（１）資産、負債及び純資産の状況 

（資産） 

 当第２四半期連結会計期間末における総資産の残高は119億57百万円となりました。その主な内訳は、売掛金21億

73百万円、商品及び製品19億19百万円、短期貸付金41億58百万円、有形固定資産21億84百万円であります。 

（負債） 

 当第２四半期連結会計期間末における負債の残高は45億86百万円となりました。その主な内訳は、買掛金20億87百

万円、未払金10億41百万円、返品調整引当金３億56百万円であります。 

（純資産） 

 当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は73億70百万円となりました。その主な内訳は、資本金52億13

百万円、資本剰余金15億41百万円であります。 

 なお、第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しておりますので、前年同四半期との比較について

は記載しておりません。 

  

（２）キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結会計期間末の「現金及び現金同等物」（以下、「資金」という。）は、７億７百万円となりまし

た。   

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりです。 

 （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果支出した資金は３億29百万円となりました。これは主として、税金等調整前四半期純損失11億16百

万円に対して、仕入債務６億32百万円の増加があったものの、売上債権２億24百万円の増加及び特別退職金１億93百

万円の支払等により資金が減少したことによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果得られた資金は９億15百万円となりました。これは主として、短期貸付金10億17百万円の回収によ

り資金の増加があったことによるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果支出した資金は43百万円となりました。これは主として、ファイナンス・リース債務42百万円の支

払いよるものであります。 

 なお、第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しておりますので、前年同四半期との比較について

は記載しておりません。 

  

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

２．連結財政状態に関する定性的情報
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 通期の業績予想につきましては、第２四半期累計期間の実績及び今後の販売計画等を勘案した結果、平成22年１月

18日付の平成21年11月期決算短信（非連結）にて公表いたしました業績予想を下回る見込であるため、平成22年６月

25日付にて開示いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」にて通期業績予想を修正しております。 

  

  

該当事項はありません。  

（注）当社は、第１四半期連結会計期間よりＬＶＣ ＪＰ株式会社を連結子会社とし、連結決算による開示に変

更しております。 

 なお、ＬＶＣ ＪＰ株式会社は開示府令第19条第10項に規定する特定子会社に該当いたしません。 

  

  

①簡便な会計処理 

（一般債権の貸倒見積高の算定方法） 

 当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと著しい変化がないと認められる

ため、前事業年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

（たな卸資産の評価方法） 

 当第２四半期連結会計期間末のたな卸資産高の算出に関しては、実施たな卸を省略し、前事業年度末の実施た

な卸高を基礎として合理的な方法により算出する方法によっております。 

（繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法） 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況

に著しい変化がないと認められる場合には、前事業年度において使用した将来の業績予測やタックスプランニン

グを利用する方法によっております。 

 但し、前事業年度末以降に経営環境等に著しい変化が生じ、又は、一時差異等の発生状況に著しい変化が認め

られた場合は、前事業年度において使用した将来の業績予想やタックスプランニングに当該著しい変化の影響を

加味したものを利用する方法によっております。 

  

②四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む事業年度の税引前当期純損益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純損益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

  

  

（表示方法の変更） 

 前第２四半期会計期間において、有形固定資産に含めて表示しておりました「建物（純額）」は、資産総額の

100分の10を超えたため、当第２四半期連結会計期間より区分記載することとしました。なお、前第２四半期会

計期間の有形固定資産に含まれる「建物（純額）」は1,219百万円であります。 

  

３．連結業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年５月31日) 

資産の部  

流動資産  

現金及び預金 707

売掛金 2,173

商品及び製品 1,919

原材料及び貯蔵品 133

短期貸付金 4,158

その他 124

貸倒引当金 △31

流動資産合計 9,185

固定資産  

有形固定資産  

建物（純額） 1,198

その他（純額） 986

有形固定資産合計 2,184

無形固定資産 178

投資その他の資産  

敷金及び保証金 408

投資その他の資産合計 408

固定資産合計 2,771

資産合計 11,957

負債の部  

流動負債  

買掛金 2,087

未払金 1,041

リース債務 85

未払法人税等 41

返品調整引当金 356

その他 551

流動負債合計 4,163

固定負債  

リース債務 170

退職給付引当金 230

役員退職慰労引当金 22

固定負債合計 422

負債合計 4,586
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年５月31日) 

純資産の部  

株主資本  

資本金 5,213

資本剰余金 1,541

利益剰余金 635

自己株式 △20

株主資本合計 7,370

純資産合計 7,370

負債純資産合計 11,957
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年12月１日 
 至 平成22年５月31日) 

売上高 7,003

売上原価 3,918

その他 579

売上総利益 2,505

返品調整引当金繰入額 137

差引売上総利益 2,368

販売費及び一般管理費 3,488

営業損失（△） △1,120

営業外収益  

受取利息 2

雑収入 40

営業外収益合計 42

営業外費用  

支払利息 0

為替差損 10

営業外費用合計 10

経常損失（△） △1,088

特別損失  

固定資産除売却損 2

特別退職金 25

特別損失合計 28

税金等調整前四半期純損失（△） △1,116

法人税等 1,188

四半期純損失（△） △2,305
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（第２四半期連結会計期間） 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年５月31日) 

売上高 4,090

売上原価 2,339

その他 334

売上総利益 1,415

返品調整引当金繰入額 143

差引売上総利益 1,272

販売費及び一般管理費 1,907

営業損失（△） △635

営業外収益  

受取利息 1

雑収入 21

営業外収益合計 22

営業外費用  

支払利息 0

為替差損 4

営業外費用合計 4

経常損失（△） △616

特別損失  

固定資産除売却損 0

特別退職金 19

特別損失合計 19

税金等調整前四半期純損失（△） △636

法人税等 1,349

四半期純損失（△） △1,986
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年12月１日 
 至 平成22年５月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純損失（△） △1,116

減価償却費 150

退職給付引当金の増減額（△は減少） △30

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 4

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2

返品調整引当金の増減額（△は減少） 137

受取利息及び受取配当金 △2

支払利息 0

為替差損益（△は益） 10

雑収入 △40

有形固定資産除売却損益（△は益） 2

特別退職金 25

売上債権の増減額（△は増加） △224

たな卸資産の増減額（△は増加） 26

未収消費税等の増減額（△は増加） 12

仕入債務の増減額（△は減少） 632

未払金の増減額（△は減少） 27

未払費用の増減額（△は減少） 124

未払消費税等の増減額（△は減少） △3

その他 139

小計 △121

利息及び配当金の受取額 2

利息の支払額 △0

特別退職金の支払額 △193

法人税等の支払額 △16

営業活動によるキャッシュ・フロー △329

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △83

短期貸付金の増減額（△は増加） 1,017

敷金の差入による支出 △30

敷金の回収による収入 10

投資活動によるキャッシュ・フロー 915

財務活動によるキャッシュ・フロー  

自己株式の取得による支出 △0

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △42

その他 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △43

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 542

現金及び現金同等物の期首残高 164

現金及び現金同等物の四半期末残高 707
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 該当事項はありません。 

  

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年12月1日 至 平成22年5月31日） 

 当社及び連結子会社の事業は、ジーンズ製造販売を行っており、当該事業以外に事業の種類がないため該当事項

はありません。 

  

  

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年12月1日 至 平成22年5月31日） 

本邦以外の国または地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

  

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年12月1日 至 平成22年５月31日） 

海外売上高は、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

 第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間から初めて四半期連結財務諸表を作成しているため、前

第２四半期連結累計期間の（セグメント情報）注記は記載しておりません。 

  

  

 該当事項はありません。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

〔所在地別セグメント情報〕

〔海外売上高〕

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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該当事項はありません。  

  

  

６．その他の情報
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【参考資料】 
前事業年度及び前第２四半期累計期間に係る財務諸表 
（１）貸借対照表 

（単位：百万円）

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年11月30日) 

資産の部  

流動資産  

現金及び預金 164

売掛金 1,948

商品及び製品 1,827

原材料及び貯蔵品 253

前渡金 4

前払費用 67

繰延税金資産 502

未収還付法人税等 123

未収消費税等 12

未収入金 26

短期貸付金 5,176

貸倒引当金 △29

流動資産合計 10,078

固定資産  

有形固定資産  

建物 2,939

減価償却累計額 △1,752

建物（純額） 1,187

機械及び装置 1,185

減価償却累計額 △1,124

機械及び装置（純額） 60

車両運搬具 16

減価償却累計額 △16

車両運搬具（純額） 0

工具、器具及び備品 627

減価償却累計額 △528

工具、器具及び備品（純額） 99

土地 809

建設仮勘定 34

有形固定資産合計 2,191

無形固定資産  

電話加入権 12

ソフトウエア 238

無形固定資産合計 251

投資その他の資産  

敷金及び保証金 388

繰延税金資産 667

投資その他の資産合計 1,056
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（単位：百万円）

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年11月30日) 

固定資産合計 3,498

資産合計 13,577

負債の部  

流動負債  

買掛金 1,455

未払金 1,215

未払費用 289

リース債務 85

預り金 154

返品調整引当金 219

流動負債合計 3,419

固定負債  

リース債務 202

退職給付引当金 261

役員退職慰労引当金 17

固定負債合計 481

負債合計 3,901

純資産の部  

株主資本  

資本金 5,213

資本剰余金  

資本準備金 1,541

資本剰余金合計 1,541

利益剰余金  

利益準備金 1,303

その他利益剰余金  

繰越利益剰余金 1,637

利益剰余金合計 2,940

自己株式 △20

株主資本合計 9,675

純資産合計 9,675

負債純資産合計 13,577

  (注)　当社は、第1四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、
� 　    前事業年度の個別財務諸表を参考資料として掲載しております。
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（２）四半期損益計算書 
  (第２四半期累計期間）

（単位：百万円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成20年12月１日 
 至 平成21年５月31日) 

売上高 9,649

売上原価 5,122

その他 784

売上総利益 3,742

返品調整引当金繰入額 △132

差引売上総利益 3,875

販売費及び一般管理費 3,815

営業利益 59

営業外収益  

受取利息 13

雑収入 57

営業外収益合計 71

営業外費用  

支払利息 0

その他 3

営業外費用合計 3

経常利益 128

特別利益 －

特別損失  

特別退職金 7

特別損失合計 7

税引前四半期純利益 120

法人税等 48

過年度法人税等 13

四半期純利益 59

 (注)　当社は、第1四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、
　　　前事業年度の個別財務諸表を参考資料として掲載しております。
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(第２四半期会計期間)

（単位：百万円）

前第２四半期会計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年５月31日) 

売上高 5,411

売上原価 2,820

その他 442

売上総利益 2,148

返品調整引当金繰入額 △39

差引売上総利益 2,187

販売費及び一般管理費 2,053

営業利益 134

営業外収益  

受取利息 4

雑収入 30

営業外収益合計 35

営業外費用  

支払利息 0

営業外費用合計 0

経常利益 169

特別利益 －

特別損失  

特別退職金 7

特別損失合計 7

税引前四半期純利益 161

法人税等 59

過年度法人税等 13

四半期純利益 89

(注)　当社は、第1四半期連結会計期間より四半期財務諸表を作成しているため、
　　前事業年度の個別財務諸表を参考資料として掲載しております。
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成20年12月１日 
 至 平成21年５月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前四半期純利益 120

減価償却費 150

退職給付引当金の増減額（△は減少） △27

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 4

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0

返品調整引当金の増減額（△は減少） △132

受取利息及び受取配当金 △13

支払利息 0

為替差損益（△は益） 3

特別退職金 7

売上債権の増減額（△は増加） 1,197

たな卸資産の増減額（△は増加） △474

仕入債務の増減額（△は減少） 59

未払金の増減額（△は減少） △66

未払消費税等の増減額（△は減少） 56

その他 △154

小計 730

利息及び配当金の受取額 13

利息の支払額 △0

特別退職金の支払額 △6

法人税等の支払額 △211

営業活動によるキャッシュ・フロー 525

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △25

短期貸付金の増減額（△は増加） 143

その他 △32

投資活動によるキャッシュ・フロー 86

財務活動によるキャッシュ・フロー  

自己株式の取得による支出 △0

リース債務の返済による支出 △46

配当金の支払額 △577

財務活動によるキャッシュ・フロー △624

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △12

現金及び現金同等物の期首残高 224

現金及び現金同等物の四半期末残高 212

 (注)　当社は、第1四半期連結会計期間より四半期財務諸表を作成しているため、　　　　
　　　前事業年度の個別財務諸表を参考資料として掲載しております。
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